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大学英語教育から初等中等教育の英語教育を考える

大学英語教育学会（JACET）は，2012年に設立50

周年を迎えるのを機に『英語教育学大系』の監修を企

画しました。これにあたり，JACETは全学会員に対

して大学英語教育学及び英語教育学全般が対象とする

分野・領域についてのアンケートを行いました。その

結果，135項目の分野・領域が抽出され，それらを整

理・統合して13巻の『英語教育学大系』にまとめまし

た。即ち，この大系は大学での英語教育に関わる主な

研究課題を網羅していると同時に，英語教育全般が直

面している諸課題をも反映した内容となっています。

さて，本書は『英語教育学大系』の第１巻として，

他の12巻を総括する内容となっています。全体は２部

構成で，第Ⅰ部は「大学英語教育の諸相と方向性」に

ついて，中高の英語教育との連携，他の研究領域など

との連携，言語政策，国際化，情報化，産学連携，大

衆化，目的論，言語文化観，リベラルアーツなどの視

点から考察しています。また，第Ⅱ部の「大学英語教

育と諸分野」では，各章が『英語教育学大系』の第２

巻以後で扱う内容をダイジェストしています。そのテ

ーマを列挙すると，英語教育政策，英語教育と文化，

21世紀のESP，第二言語習得研究，成長する英語学

習者，大学英語教育と教員養成・現職教員研修，英語

研究と英語教育，リスニングとスピーキングの理論と

実践，リーディングとライティングの理論と実践，英

語授業デザイン，大学英語教育におけるメディア利

用，テスティングと評価となります。以上のように，

多岐にわたるテーマを一冊の図書で扱った結果，隔靴

掻痒の感が否めないのも確かですが，本巻自体のシリ

ーズ内の位置づけからすると致し方ないでしょう。

高校で英語を教える先生方にとって，卒業生が大学

で受ける英語教育は大きな関心事でしょう。教育機関

としての大学での英語教育に共通の課題は，中学，高

校で英語を学んできた学生に，実用の面からは職業人

として必要な英語力を身につけさせることであり，教

養の面からは成人にふさわしい教養の基礎としての英

語力を身につけさせることでしょう。本書の第Ⅰ部を

通読すると，このような課題を抱えつつ，大学英語教

員が教育内容の改善策を求めて様々なアプローチを試

みている姿が透けて見えます。さらに，研究機関とし

ての大学は，英語教育に関する自らの研究成果に基づ

き，英語教育全体の改善に向けた具体的な方策を提言

することも期待されているわけですから，大学英語教

育学が担っている責務は実に大きいといわざるを得ま

せん。例えば，本書の中では，受験英語に典型的に見

られるような「大学を頂点とする大→高→中→小の逆

順による逆三角形構造型の英語教育から生まれる諸問

題」（P122）の解消策として，小，中，高の英語教育

をEGP（English for General Purposes）の一貫した

英語教育として確立し，その上に立って大学での

ESP（English for Special/Specific Purposes）や

EAP（English for Academic Purposes）の指導体制

を確立することが必要であるとしています。しかし，

そのような初等中等教育から高等教育に至る体系的な

英語教育の構築には，その基礎となる到達目標の設定

や指導内容の構築が必要です。このためには，まさに

万人の英知の結集が必要であり，日本のアカデミズム

にはそれを主導する「足腰の強さ」が期待されている

ことは論をまたないことだと思います。

主に大学での英語教育を念頭に置いた本シリーズ

は，高校の先生方には縁の薄いものにも思えますが，

本巻の第Ⅱ部を通読すると，本シリーズが大学英語教

育を念頭に置きつつも英語教育一般に通じる諸課題を

扱っていることが理解できます。今後刊行される各巻

を手にされる先生方は，本巻第Ⅱ部の各章を手引とし

て活用しながら，大学人が取り組んでいる英語教育の

諸課題について，最新の学術的な情報を得るととも

に，そこからご自身の英語指導の改善に向けた示唆を

探ることもできるものと考えます。
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